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不発弾等処理実績について
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捜索救助

急患輸送

風水害・震災対応

派遣人員

（１）全 般

区 分
件 数

（前年度比）
人員（人）
（前年度比）

車両（両）
（前年度比）

航空機（機）
（前年度比）

艦艇等（隻）
（前年度比）

風水害・地震等
６
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１
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消火活動
６２
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（－６５）
６２

（－２３）
０

（±０）

その他の
災害派遣

１６
（－２８）

７１９
(－４２)

１４２
(＋１１９)

４１
（－６８）

０
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合計(前年度比）
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(－１０，１０９)
６８４

（－２８４）
１

（－１）

■ 総件数：５２０件
・ 前年度比約１割減、最近５ヵ年で最少

■ 派遣規模：前年度よりも大幅に減少
【大幅減少の主な要因】

・ 延べ人員数及び車両数
旧年度に比し、大規模かつ長期にわたる災害派遣が未生起
《過去の一例》Ｈ２０：岩手・宮城内陸地震対処 Ｈ２２：宮崎県において発生した口蹄疫への対応 Ｈ２３：平成２３年台風１２号被害への対応

・ 延べ航空機数
上記に加え、地震発生回数の減少（前年度比）等に伴う航空機による情報収集の実施回数の減少

●【表１－１】平成２４年度災害派遣実績 ●【表１－２】過去５年間の件数・派遣人数の推移
（件） （人）

※H22、23の件数は、東日本大震災
を除いた数。
※Ｈ23の派遣人員は、東日本大震災
を除いた数。
【参考】東日本大震災派遣人員数

10,664,870名

１ 災害派遣

606件 559件 529件 586件 520件

過去５年平均：560件
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（２）細部実績等

件 名 時 期 活動地域 規模（延べ） 活動内容

■茨城県等における突風
災害に係る災害派遣

5/6
～
5/8

・茨城県つくば市
・人 員：160名
・車 両： 53両

・人命救助

■平成２４年７月九州北部
豪雨に係る災害派遣

7/12
～
7/21

・熊本県
熊本市、阿蘇市、南阿蘇村、
高森町
・大分県
竹田市、日田市、中津市
・福岡県
朝倉市、柳川市、久留米市、
八女市

・人 員：5,348名
・車 両：1,279両
・航空機： 35機

・孤立住民の救助
・人命救助
・水防活動
・給水支援
・物資輸送

■北海道における暴風雪
に伴う人命救助等に係る
災害派遣

3/2
～
3/3

・北海道北見市、国道３９号線
沿い（美幌町～大空町）
・北海道別海町

・人 員： 93名
・車 両： 15両

・人命救助

風水害・地震等

●【表１－３】（風水害・地震等）平成２４年度のトピックス
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■ 総件数：４１０件
・ 前年度比３４件減、過去５年平均並み

■ 要請県等別傾向
・ 各県とも概ね横ばい

■ 患者年齢別傾向
・ ５０代以上の高齢者が多く、７０代が最多

■ 月別傾向
・ 冬期（１２月～３月）の他、７月及び９月が
多い傾向

424件 353件 414件 444件 410件

（人） （人）

（件）

急患輸送
●【表１－４】（急患輸送）過去５年間の総件数・要請県等別件数別実績

●【表１－５】（急患輸送）患者年齢別実績 ●【表１－６】（急患輸送）月別実績

過去５年間平均：409件

3



3 3

1

2 2

1 11

1 1

2

1

1

1

2

1 1

1

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

陸上 海上
表２

■ 全 般：総件数２６件
・ 前年度比５件減
・ 陸上部：１３件、海上部：１３件
・ 陸上部の多くは山岳遭難、海上部の多くは遭
難船舶の捜索又は船舶からの海中転落等による
行方不明者捜索

■ 月別傾向
・ 陸上部でのピークは、春季（５・６月）、次
いで秋季（９・１１月）

■ 要請者別傾向
・ 北海道が最多（９件）（細部下表）

捜索救助

（件）

要請県等 件数 種 類 備 考

北海道 ９ 山岳遭難者捜索

青森県 １ 行方不明者捜索 むつ湾における漁船乗員の海中転落（１月）

京都府 １ 行方不明者捜索 京都府宇治市における大雨被害に係る災害派遣（８月）

鳥取県 ２ 山岳遭難者捜索

海上保安庁 １２
遭難船舶の捜索
行方不明者

遭難航空機（※注）

行方不明船舶の捜索、乗員の海中転落等
※注：米軍機（F-16)の海中墜落（根室市北東沖、７月）

東京空港事務所 １ 遭難航空機の捜索 北海道における行方不明航空機の捜索（３月）

●【表１－７】（捜索救助）月別実績

●【表１－８】（捜索救助）要請県等別実績
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近傍火災 山林火災

■ 全 般：総件数６２件
・ 昨年度と概ね横ばい（２件増）
－ 近傍火災：５７件（昨年度比３件増）
－ 山林火災：５件（昨年度比１件減）

・ 派遣規模：昨年より減少
【減少理由】
山林火災派遣の殆どが長期間に及ぶ派遣にな
らなかったため。（５件中４件は派遣から２
日以内に終了）

■ 月別傾向
・ 近傍火災：冬季から春季に多い傾向
・ 山林火災：５件中３件は３四半期に実施

●【表１－９】（消火活動）月別実績
（件）

【参考】
●近傍火災：自衛隊法第83条第３項に基づき部隊等の長が実施をする災害派遣
●山林火災：要請派遣（自衛隊法第83条第２項）、自主派遣（同項ただし書）及び近傍派遣（同第83条第３項）のいずれかのケース。Ｈ２４の実績は、いずれも要
請派遣。
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■ 地震発生時における航空機による情報収集（※）
・ 地震発生回数の減少等により実施回数は減少
※ 震度５弱以上で情報収集活動開始

震度５強以上で別命なく航空機による情報収集を実施（基準）

■ その他、物資の輸送、給水支援等を実施

その他の災害派遣

年 度
震度５弱以上の
地震発生回数

航空機による情報収集

平成２３年度 ４６回 ４２回

平成２４年度 １２回 ７回

●【表１－１０】（その他の災害派遣）航空偵察実績

時期 場所 種 類 備 考

４月 沖縄県 物資の輸送 血液製剤

５月 千葉県 給水支援
利根川水系の浄水場で国の基準値を超えるﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞが検
出されたことによる取水停止に伴う大規模な断水

５月 長崎県 物資の輸送 輸血用血液

８月 長崎県 物資の輸送 血液製剤

８月 長崎県 物資の輸送 血液製剤

１０月 沖縄県沖 その他 火災船舶からの乗員輸送

１１月 北海道 物資の輸送 暴風雪による送電線倒壊に伴う大規模な停電

１２月 島根県 物資の輸送 輸血用血液

２月 北海道 給水支援 導水管損傷による大規模な断水

●【表１－１１】（その他の災害派遣）その他の災害派遣（航空偵察以外）実績

【地震発生回数：気象庁ＨＰより抜粋】

※ その他の災害派遣：地震発生時の情報収集、物資の輸送、給水支援等



（１）陸上において発見された不発弾その他の火薬類

■ 全 般
・ 処理件数は概ね横ばい
・ 処理重量は昨年度から増加

【増加理由】
硫黄島遺骨収集支援時に回収した不発弾を処理

（１３トン）したことが主な要因

区分
件数

（前年比）
重量（単位：トン）
（前年比）

全国
（沖縄含む）

１，４３０
（－１４８）

約４６．１
（＋７．９）

沖縄
７４６

（－１３１）
約１８．９
（－４．０）

●【表２－１】（陸上不発弾）平成２４年度の実績
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過去５年間の不発弾処理実績（全国）

トン数 件数

●【表２－２】過去５年間の不発弾処理実績（全国（沖縄含む））
平均件数：１，５３６件／年 平均重量：４８．４トン／年

２ 不発弾等処理
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（２）海上における機雷その他の爆発性の危険物

■ 海上における機雷
・ 処理個数は前年度と同じ。
・ 処理重量は増加
【増加理由】
機雷１個の重量が大きいため。

■ その他の爆発性の危険物
・ 個数及び処理トン数ともに、昨年度に引き続
き減少

●【表２－３】（機雷その他の爆発性の危険物）平成２４年度の実績

●【表２－４】過去５年間の処理実績（機雷）
平均個数：１．４個／年 平均重量：１．００トン／年

区 分
個 数
（前年比）

重 量（トン）
（前年比）

機 雷
１

（±０）
約０．８４
（＋０．４）

その他の
爆発性危険物

１,５２２
（－１,３５７）

約１３．７
（－１１．０）

その他の爆発性
危険物（沖縄）

２８４
（－８７９）

約７．７
（－１２．７）

●【表２－５】過去５年間の処理実績（その他の爆発性の危険物）
平均個数：２，３５９個／年 平均重量：２１．４トン／年

（個）（トン）

（個）（トン）

※ 機雷その他の爆発性危険物：機雷、魚雷、爆雷、爆弾等

※ H22の処理量が多い理由
長崎県佐世保沖及び沖縄県平良港における浚渫工事において多量に発見されたため。
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